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中川氏非抗酸性結核 菌「ワクチ ン」ノ家 兎

眼結核ニ對 スル作用

北海道帝國大學中川内科教室(圭任 中川敢授)

松 尾 忠 良

第一章 緒 言

嚢 二r⊥ 杢氏結核菌褒 見 セラ レテ ヨリ、前眼房

内接種 テ初 メテ企 テタルハCohnheim氏 デ ァ

リ、其後諸家 ノ追試 ハ之 ノ方法 ニ ヨリテ、確實

二虹彩結核 テ起 シメ得 ル トイフニ ー致 シテテ

ル、而 シテ斯 ル眼結核 ハ、外部 ヨ リ其病墜 ノ程

度拉二治癒又ハ悪 化 ノ症状 ガ、刻 々観察 サ レ得

ル利硬ガ アル爲 メニ、結核治療 剤 ノ作用如何 テ

検 スル爲一、實験的眼結 核 ガ利 用サ レルニ至 ツ

タ。例 ヘバ有馬氏等 ハ「サボ ニ ン」加培養 ニ ヨリ

得タル非抗酸性結核 菌 「ワクチ ン」テ家兎眼結核

二慮用 シテ、實験 的敷果 テ主張 シテ テルガ如 キ

ハ之 レデアル。

當教室 二於 テ中川教授及 中川誠一博士 ニ ヨリ、

謄 汁酸加培養 ニヨ リ得 タル非抗酸性結核菌 ハ、

コリホ氏菌 ノ脆蝋 セラ レタル抗酸性 ラ失 ヘルー一

ツ ノ形態 デア リ、 當教室 員等 ノ生物學的研 究 ニ

ヨリ、確 二結核菌 ノ攣 型 デ アル コ トガ詮 明 セ ラ

レテテル ・
o

舷 二於 テ余 ハ コノ非抗 酸 性結核菌 ヨ リ作 ラ レタ

「ワクチ ン」ノ專 ラ動物 ノ結核 二及 ボス作用 テ攻

究 セン トノ企 テカ ラ、 先 ヅ臨抹上最 モ「ワクチ

ン」ノ治療作用顯著 ナ リ ト稗 セラ レル 眼結核 二

試用 シテ、 中川 氏抗酸性 「ワ クチ ン」ノ敷果如何

テ検 査 スル コ ト・シタ。

第二章 實験方法

1.結 核 菌浮游液 ノ製法

コッホ氏結核菌 テ白金耳 一 トリ、豫 メ用意 シタ

滅菌濾過紙 二狭 ミ座迫 シ、可及 的水分 ラ除去 シ、

滅職 シヤー レ」一 トリテ正確 二秤 量 シ.滅 菌 セ

ル瑞瑠 ノ乳鉢 内一テ、約2時 間少量 ノ生理 的食

盛水 テ加 ヘツ ・研磨 シ、卒等 ナ菌俘游液 ラ作 ル。

2.接 種方法

實験動物 トシテハ家兎 テ使 用 シタ。 之 レ眼球ノ

攣化 ガ甚 ダ見易 イ爲 デ アル。前眼房 内注射 ノ操

作 ハ比較的困難 ナル爲、細 心 ノ注意 ノ下 二實施

シナケ レバナ ラナィ。 即損傷 ニヨル炎症 テ避 ク ・

ル事,及 無菌的操作 テ必要 トスル。先 ヅ10.000

倍 昇禾水ニテ洗眼、5%「 コカイ ン、ア ドレナ リ

≧」水 テ2滴 滴下 スル。然 ル後家兎 ノ眼瞼 テ開瞼

器千テ開 キ、固定栓子 ニテ眼球 ノ下部 テ狭 ㍉

眼球 テ下 カラ上 二押 スヤウー シ、心持上 二向 カ

セル ト、眼球 ノ上縁 がヨク裸 出 スル。細 イ、注

射針 テ球結膜 ヨ リ注意深 ク虹彩 テ傷 ツケザル ヤ

ウ前眼房 内二描入 シ、少量 ノ前房 水 テ取 リ出 シ

テ内歴 テ下 ゲ、然ル後菌 浮游 液 テ注入 スル。 カ

クスレバ菌浮游液 ノ逆 流 テ防 ギ得 ル。 コ ノ際 モ

シ誤 ツテ角膜 内二注射 ス レバ、抵抗 テ感 ズル故

直 チニ成功 シタカ ドウカラ知 ル事 ガ出來 ル。接

種 ハ全 テー側 ノ眼 二行 ツタ。

3.中 川氏非抗酸性結核菌 「ワ クチ ン」ハ夫 ノ球

菌型 テ使用 シ、lqq中1/100mgテ 有 スル モノ

デ加熱滅菌 シタモ ノデアル。

4.大 腸菌液 ノ調 製

若 シ中川氏非抗酸性結核菌 「ワクチ ン」ニ ヨ リ

テ、何等 カ ノ攣 化ガ覗 ハ レタ トシテモ、之 レガ
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●

設 明 ラ輩 二該 「ワ クチ ン」ノ特殊的作川 最 ノ こ蹄

スル'1享ハ早計 デアル。 先 ヅ該 「ワクチ ン」ノ非特

異的作 川 ラ除外 セネバナ ラナィ。此 ノ目的 ノ下

二、 余ハ非特異的 ナル菌艦蛋 白 テ使川 入ル事ガ

2～當 ト信 ジ、大腸菌 「ワクチ ン」テ使川 シタ^即

糞便 カ ブ分離 シタ大腸菌 カラ、結核菌 二於 ケル

ト同様 ノ操作 ノ下 へ 同一濃度 ノ「ワ クチ ン」テ

作 リ、 之 テ家兎 ∴注射 シテ、 非抗酸 性臼λクチ

ン」ノイ乍川 ト当封照ミシタ^

5・ 眼結核 ラ起 サ シメ得 ル微 量適 量 .,

本 實瞼 二入ル ニ先 チテ家兎 前眼房 内 ヰ生菌注射

一 ヨリ、結 核病壁 テ起 サ シメ得 ル最少量 子決定

スルコ トガ必要 デ アル。何 トナ レバ大量 デ川 ヒ

テ病極垂直余リニ激 シキ トキハ、丁ワクチ ン」ノ数 テ

認 メ難 ク、又少量 二過 ギテ病憂輕 キニ失 スル ト

キハ,自 然治癒 ト匠別 シ難 イカ ラデアル。此 ノ見

解 ノ下 二本教室 二培養保存 スル菌株 テ用 ヒテ、

注射後 ノ病髪 テ観察 シタ(第1表1。 即1/10mg

テ用 ヒタ3頭 二於 テハ慶化急激且 ツ高度 二起 リ

4週 目ニハ全 テ全眼炎 テ起 シタ。1/100mgテ 用

ヒタ群 ニテハ、4週 ヨリ何 レモ全 眼炎 ラ起 ス、

然 ラザルモ何 レモ著 明ナル炎症及結節 テ認 メ得

タ。1/300mgラ 用 ヒタルモ ノニテハ4週 間 ニテ

炎症、結節 テ明 二見 タガ全眼炎 ラ未 グ起 サズ。

1/500mgラ 用 ヒタモ ノニテハ3頭 中1頭 二於

テ ノ ミ虹彩炎症、結節 テ見 タ レ ドモ、他 ノ2頭

ニテハ4週 間 ニテハ 著 明ナ 攣化 テ 認 メ得 ズ。

1/1000mgノ 群 デハ初 メ・一時的虹彩 炎症 テ見 タ

ノ ミデ速 二消退 シ1/5000mgニ テハ、全 ク慶化

ラ認 メ得 ナカツタ。

之 ノ成績 カ ラ人レ・㌔ 結核 生菌 ノ眼房 内接種 ニ

ヨ リア、4週 間巾 二結 核固有 ノ病慶 テ起 シ得 ル

最少hllハ 】/300-1/500mgデ アル如 ク思 バ レル

尤 モ之 ハ4週 間[il・・,・・於 ケル病慶 デ アツテb結 核

ノ如 キ慢性疾患 デハ史 ∴後 一至 ツテ病髪 テ起 ス

カモ知 レナfガ 、余 ノ實験1ヨ的 ニテハ絵 リニ少

五是・二過 グル トキハー時 ハ病慶 チ起 シテモ、 自然

治癒 テ起 スヤt知 レズ、又鹸 リ大}11テ 用 ヒテ、

急激 二病璽 テ起 シク トキハ如何 ナル治 癒飼 テ用

ヒテモ其作川現 ハ レズ シテ、其奴 果如何 テ糊断

λル事至難 デ アル。 此兄解 ノ下 二余 ハ此豫備試

験 ノ成績 カ ラ.1/300mgノ 結 核 生菌 ラ以 テス レ

バ、確實 二結核病髪 テ起 シ、而 モ自然治癒 テ行

ヒ得ザル モ ノ ト判 ジテ、 以後 本實験 ・』ハ 凡テ之

ノ量 ラ使用 シタ。

6.「 ワクチ ン」使 用法

生菌接種後2週 間 テ経 テカ ラ1週 侮 ニ ワ クチ

ン」テ注射 シ、10同 一:bシテ中止 シタ。

「ワクチ ン」注射 テ始 ムル ニ當 リ、眼愛化 テ シテ

各家兎 二大禮一様 ナ ラ シノン ト欲 シテ、 同一 ノ

菌量 ラ接種 シ、細心 ノ注意 ノ下 二操作 テ行 ヒ、

混合傳染 テ避 ケテ實施 シタニモ拘 ラズ、 ソノ病

憂一様 デナ 久 僅 カ ノ慶 化 ラ認 ムルモ ノ、或 ハ

比較的強度 ノ髪化 ラ起 シタルモ ノモ ア リテ、「ワ

クチノ」注射 ノ適量 ラ 如何 ニ シテ定 ムベキカニ

ツキ困惑 シタケ レ ドモ、便宜 上家兎群 テ番競順

二3頭 宛1群 トナ シ、鵠 重 二鷹 ジテ注射 スル コ

ト・ナ シ、 「ワクチン」量 ノ多 キモ ノヨリ蓮減的

二各小群 二注射 シ、以 テ ソノ=影響如何 テ観察 ス

ル事 トシタ。

第一節 非抗酸性結核菌

「ワクチン」注射

第三章 實験成績

既述 ノ豫備實験二於 テ余ハ家兎前眼房内二接種

スベキ結核菌 ノ適量 ラ決定 シタル後、家兎27頭

ニツキ本試験テ實施 シタ。即家兎3頭 宛 テ1群

トナ シ、9群 二分チ、 結核生菌1/300mgテ 注

射 シタ後第2週 目カラ「ワクチン」ノ注射 テ行 ヒ

10同 注射第12週 目マデ眼症獣子逐次観察 シタ。

第一項 封照實験

本群(第2表)ハ 封照實験 トシテ本實験 ト同時 二

施行 シタ。 帥結核生菌1/300mgテ 接種 シテ何

等 ノ後虚置ラモ施サズ、縄過 テ観察 シタ群 二於
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第 1 表
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テハ、3頭 共 二第4週 目二於 テハ虹彩膨 隆、虹

彩充血、 結節 ガ生 ジ.Nr.27、Nr.28ハ 病 攣

更 二悪化 シテ、全眼 炎二移行 シ、12週 目二至ル

モ何等良好 三向 フ徴候 テ示 サナカッタ。 殊 二

Nr.29・ ・途 二第5週 二於 テ艶死 シタ。

之 ラ要7・7レニ1/300mg接 種 ニテハ極 メテ著 明

ナ眼症歌 テ示 スモ ノデアツテ{多 クハ全眼炎 二

移行 λルモ ノト認 メラ レル。

第二項 本實験

1.第1群 、 「ワクチ ン」注射量盟重1冠 二'ソキ

1c.a宛(0.01mg)テ 用 ヒタル場合'

本群 ノ實験 成績(第3表)ハ 第1週rl二 於 テハ、

輕 度 ノ虹彩 炎症 卜瞳 孔不正 ガ起 リ、滲出物瞳孔

領 ニ カ ・リ、差 明、流涙等 ノ症状現 ハ レ、第2

週 目 ニハ是等 ン症状少 シク堆1強 スルa認 メタガ

未 ダ虹彩 二結節 ラ認 メズ、罷量 ハNr.1及Nr.
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第41・ 表 第2群

Nr.7(2.2」 駈)Nr.6(2.5妊)Nr.4(2.3妊)家兎
番號

結陰 全
膜 眼
　

節i粗 炎

盟

重

 

虹
彩
充
血

虹
彩
膨
隆

滲

出

物

髄

重

全

眼

炎

角

膜

粗

結

節

虹
彩
充
血

虹
彩
膨
隆

滲

出

物

盟

重

全

眼

炎

角

膜

粗

結

節

虹
彩
充
血

虹
彩
膨
隆

滲

出

物
2.3

2.4

 

臣
十 ±

±

2.7

2.8

 

トトトぼ
十 十

什

2.5

2.7

 

一ト+T倖F

購

、2
「リク チ ソ」注 射1妊 ニ ツ キ0 .5cq宛(0.005mg)

ー2

-2
巨=-=

十

±

十

十

　

12.7
2.7

!2.6
1

i2.8

i2・9

12.9

}3.1

王
+
亙
+
王
⊥
什
丁

 

ー
+二土
土
±
王
⊥
⊥
昔

下

2.7

2.7

 

十什

±2・71-
2.8!

『2.7-i
2.7

 

什

i2・6

12・6
1

12.7

 

十什

柵

+
二
+

⊥
骨
十

 

昔
2.6十骨

骨
丁

什

+

±
卜
±

⊥
帯
二
⊥
上
⊥
土
土
葺

 [
=

[

一

一

2.7

2.6

2.6

2.7

2.9

2.9

3.1

3.0

2.9

2.9

 

「一

王

±

王

+

±

+
王

⊥
什

+

什
王

什

+
二
土
⊥
什

土

+
=

,

3

4

5

6

T
T

7

8

+
王
亙

什
葺骨丁

9

10

11

12

3二 於 テ檜加、Nr.2ハ 壇減 ガナィ。而 シテ「ワ

クチ ン」ノ注射開始後 モ、爾虹彩炎症 ハ増強 シ、

何 レモ第4週 目二至 ツテ虹彩 二結節 テ認 ムルニ

至 ツタ。 第6週 旧 ニハNr.2ハ 途 二艶 死 シ、

Nガ3ハ 全眼炎=移 行 シ、前眼房 内 ノ慶 化 テ観

察 スル コ ト不可能 トナツタ ノデアル。然 シNr.

1ノ ミハ輕 快 ノ徴現 ノ、レ、週 テ逐 フテ症状次 第

二去 リ、第12週 目二至 ツテ殆 ド慶化 テ認 メズ
,

膿 重 ノ檜加 テ來 シテラル。

即本群 二於 テハ1頭 ハ快癒 シ、1頭 ハ悪化、1

頭 ハ艶 死 シタ。 即本群 ニテハ 「ワクチ ン」ノ数果

鹸 リ著明 デナカツタ。 ・・

2.第2群 注射 量1ffニ ツキ0.5c・a宛(0.1005

mg)注 射 ノ場 合
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本群(第4表)二 於 テハ第1週 目二於 テ軽度 ノ虹

彩炎症 テ起 シ、其他 ハ第1群 ト略k同 様 デ、第2

週 目二於 テ症状少 シク増弧 、尚盟重 ハ スベ テ塙

加 シテテツタ。 「ワクチ ン」注射後 モ尚 炎症 ハ次

第 二進行 シ、Nr.6ハ 第4週 目a、Nr.4、Nr・

7ハ 第5週 目二結節 ラ認 メタ。虹彩 炎症 ハ7、8

週 目二増悪 ノ頂貼 二達 シ、結節 モ盒 々大 トナツ

タ。而 シテNr.4ハ 其 儘途 二全眼 炎 二 移行 シ

タガ、Nr.6、Nr.7ハ 次 第 昌 炎症去 リ、 結節

モ小サ クナツタケ レ ドモ、12週 目二至ル モ依然

トシテ症状 ハ残 シテラツタ。艦重 ハ3頭 共何 レ

モ非常 二塀加 テ來 シテテツタ。

即本群 二於 テハ1頭 ハ2曾悪 シ、2頭 ハ梢 く軽快

シテ テル。

3.第3群 、 注 射}IU厄 一 ツtO.1CA宛(0.001

mg)注 射 ノ場 合

第5表 第3群

家兎
番號

N匹8(1.8妊) Nr.9(2.3妊) Nr、10(3
-　 一一 一 一r甲 一 一"

圭要
症
週 状

滲

出

物

虹
彩膨

隆

彩
充
血

馴 結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

盟

重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

胆

重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節
1 十二 十二

±

十
二 一 一 一

1.8
-

1.8

一 ±

十

十二
十
一 一 一 2.3

-

2.4

一 土 匡L」
± ±12

阜 ・

「ワ ク チ ソ」注 射1妊 ニツ キ0 .1cα宛(0.001mg)

3 一 十 十 1.8 十 十 _L_
}

_1_
2.3

-

2.3
丘
什一
柵一
柵

什一
什一
柵一
督

耳一
柵
一一

坐
什一
什

4 什 什 十 1.8 什一
柵一
什

十 +}
にり

ρ0

;
1一

柵 什 什 十 1.8

一
督

一
什 1

一

督 帯 柵 什 1.9 ±

一
帯

一 一一

一

2.2

痂「一 一
一7 十一 1.9 什一

什

十 柵 一 2.4

一
什
一
什

8 一1」土 ± 什 十
一
1.8

-

1.7

■P 一
±

一
什
一 一

2.0一

翌
2.2一

一
什

一
十

9 十 骨 ± 什 什一
什一

上
骨

十 督一
十一
十

十

10

『

i一

i

十一
十二

十

1.8 什 ± 督 十
1_

一 一
十

11

_l

i-1

督

1.8
-

1.8

一 什一
什

十二 什『
十
土{
+1

『
2.21
-i--

2.31一

一
十一

、21
1一

± ±

一1

盟

重.
塾

銅

全

眼

炎

角

膜

粗

3.3

蕊至

翌
L邑3
坦
3.

3.

3.

3.P

蕊

,

本群(第5表)二 於 テハ第2週 目ノ所 見ハ大艦第

2群 ト相似 テテル。 即第4週 目二虹彩 二粟粒結

節多歎現 ハ レ、第6、 第7週 目二症状極 メテ増

強 シ、Nr.8二 於 テハ第9、 第10週 目 二全眼炎

二移行 シタガ、再 ピ清退 シタ。Nr.9、Nr.10

ハ何 レモ爾後漸次 消退 ノ徴候 テ示 シテテル。艦

重 二於 テハ著髪 テ認 メナィ。

即本群 ハ1頭 ハ封照 ト異 ラザルモ、他 ノ2頭 ハ

輕快 シテテル。

4・ 第4群 、注射量1冠 ニッキ0.05ca(0.0005

mg)注 射 ノ場合

本群(第6表)二 於 テモ第2週 目二輕 イ虹彩 炎症

二績 キ、 「ワクチ ン」注射 テ開始 シタ後 モ症状 ハ

悪化 シテ、 第4週 目 二結節現 ハ レタ。然 シ第6

第7週 目二至 ツテハ炎症 ハ頓挫 ノ形 デ漸次 潰退

シ、12週 二及 ンデハNr.12.Nr.13ハ 悉 ド症

状 テ認 メザルニ至 ツタ。Nr.11-=於 テ ハ爾結 節

ラ残 シテテル ガ、著 シク輕快 ラ來 シタ、艦重 ハ

3頭 共 二何 レモ壇加 ラ來 シテラル。

即本群 二於 テハ全部 「ワクチ ン」ノ数果 ラ認 メラ

レ、封照 二於 ケル症状 二比較 ス レバ雲泥 ノ差 ザ

ア ル 。

5・ 第5群 、注射量1ff二'ソ キ0.025cα 宛

(0.OOO25mg>il射 ノ場合

本群(第7表)二 於 テハ第3-4週 目 二結節 ラ生

ジタ。 「ワ クチ ン」注射開始後 モ漸次増悪 ノ徴顯

著 ナル モ ノア リ、Nr.14ハ 第8週 目二於 テ畳

養佳良 デア リ乍 ラ発死 シ、Nr.15.Nr.17共
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第6衷 第4群
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第7表 第5群

番 號1

家 兎lM4(　 2 ・6}if)lNL15(2・2ff)・ 翫17・2・3妊)
1

＼耀
週＼状
＼＼

一一

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

一 一一 一占

盟

重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

一 一 一一r

饅

重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全雌
眼 ・

炎陸
1 ± ±一

十

± 一 }

2.8 二L 十1隻_i-__
尋+1封

一 一 2.1
-

2.3

一
十

十一
十

±1
=r「
一

{2.4
--

12.62
一『

±

一 一
3.0

「ワ ク チ ン」注 射1妊 ニツ キ0 .025αq宛(0.00025mg)

31 十 十1
1

均土
十十i柵

}3・0 柵一
_1⊥

柵1十
1
士 離
+!2・1;

_1__1_
鴫 五什一
十

}

王1一ト 際1

婁 十一

坦
什

『

一

一1-

12.9
_1_

柵i什 十

一

5 13 .Ol_1_
一 一

一 『

一

一一

柵

1帯 π司+「f1一
2.4

2.3
'6 什 {一柵 十 }3.o 1

一 『1

+12β _i

+12.3ii

l

i

1.!+12.4
7 什 十 帯 十 3.3 3

} t ゴ=+即
8 一

一

一 弊1死
i

+12・2 トL 『
}

一 「
+

1、 什12.5

9 i
一 十}2.3i 一

1-2
.7

10 1 i

l』一

督 }2.31
}

i
十
燭2

.7

11
一一 一 1「 } _{

i

十 什 ;2.1=
一

一 十 £.6
-

2.612
, 十 什 12.31 十 ±

二第5週 目ヨ リ全眼 炎二移行 シ、僅 カニ第9 、

10週 目 ヨリ少 シク消退 シタケ レ ドモ依然 トシテ

重篤 デ アツ タ。

6.第6群 、注射量1冠 ニ ツキ0.Olc.q宛(0.0001

mg)注 射 ノ場合

本群(第8表)ハ 第2週 目 ノ症状他群 二比 シ著 明

デ ナツテ、既 二第3過 目=結 節 テ認 メ、Nr.18

ハ第5週 臥Nr ・19ハ 第6週 目、Nr.20ハ 第

7週 目二悉 ク全眼炎 二移行 シタケ レ ドモ
、Nr.

19vNr・20ハ 第8週 目 ヨ リ漸次 滑退 シ、第12

週 目二及 ンデ顯著 ナ症状 ノ清退 テ示 シテテル。

然 ル ニNr・18ハ 全 眼 炎二移行 シタ儘 デ、 終 リ

ニ近 ヅキ僅 カニ炎症 ノ去 ツ タノテ認 メ得 ル程 デ

アツタ。
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第8表 第6群

 

●

」鞠
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一_____1__

N馬20(2.2延)
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第9表 第 ♪7群
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一 ヨrトニ
2.3
-

2.2

2.3

一 」囑■■閂■■■■■■■一「-

1-一 一

1_幽 上 州+1-}-

1
一 什 十一

十一

一

王=
±1+6i」

} i-

}

一
十
一
2.〇

-

2.1

一
惜
一
什

『

一一

一『

十

1十
一一1-1-一 一
1十

一二二_

1十
_トL==_

一}

7
一

一1

朴一
十一
十一
十}

一
十

ヨ_1_

十十1十 十1

一
十十一
十十

一
2.3

-

2.2

一 一一

±1+-1-
i十_二

81
卜

1-9

『

什i±
一 一1-一一

十i

什一
十

2.1

±Li±}

什1+
_1_

10

2.1 十 一 2.4 主Lと
i十一 一
;十

__=二_

1十

} 十 2.2 十
き2

.Ol
--1--

2.11
41

9酌¶」¶ユ

1[ 十 2.1
一
± 十

!-i i ±
一[『

±1 2.1 十 1+ 2.2 「「←1 12.21 1±}±lI2.51

於 テモ略k同 檬 デ、 第6週 目二炎症頂鮎=達 シ

テ ヨリ、 次 第 二消退 、 第12週 目二結 節 ラ少 シ

ク残 シテヲル。Nr.23ハ 最 初 ヨ リ虹彩 ノ攣 化

極 メテ僅 少 デ、第6週 目二結節 テ認 人 次 第 二症

状 去 リ、第12週 目ニハ結 節 モ少 クナツテラル。

本群 ノ「ワクチ ン」注射量 ハ上記 ノ諸群 二比 シ極

メテ微量 デアル ガ、・少 ク トモ相當 ノ数果 ラ認 メ

即1頭 ハ悪化 シ、2頭 ハ輕快 シ、全部 ガ盟重 ノ

檜加 テ來 シタ。

7.第7群 、注射量1」 廷 一 ツ キ0.005c.q宛

(0.00005mg)注 射 ノ場合 ・・■

Nr.21ハ 第6週 目 ヨ リ全眼炎 二移行 シタル モ、

第8週 目ゴ リ漸次消退 シ、第12週 目ニハ僅 カニ

結節 テ認 ムル程度 二 過 ギナカツタ。Nr.22二
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第10表 第8群

兎
號
家
番

要
症
状
票

Nr.24(2.5j駈)

滲

出

物

封 「一

Nre25(2.6妊)
一qh冒}一 一一一一剛■口卜司一ト_ }噛 一一 }}一,一 一一 　 噌 一 一m,一, _一 一 一 甲一一,一

虹 虹 結 角 全 髄 滲 虹 虹 結 角 全 髄 滲 虹 虹 納 角
彩膨彩
充 膜 眼 出 形膨

彩
充 膜 眼 出 彩膨彩充 膜

隆 血 節 粗 炎 重 物 隆 血 節 粗 炎 重 物 隆 血 節 粗
± ± 2協 f

一

± 2.5 士 ±一 一 } 一 一一 一 一 一 一 ロー一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
± 士 2.2 十 十 2.4 十 十

Nr.26(2,21妊)
一杢

眼

炎

1-「-

L___

一豆

璽
2,4

際
「ワク チ ン」注 射1」 駈iニ ッキ0 .OOlaα宛(0.00001mg)

3
「

十
一一

十十一
十十一

土
十十}
十尋

}
十一
十

一
十

一冒一

2.3
-

2.4
-

2.3
--

2.4
-

2.1一
2.5

土
一一

一 一一

一一

}一

一

十 什
一 一

　一

十

一一

一

一

}

一一}一

㎝

2.4
-

2.4
-

2.5
-

2.5
一一

2.6
-一

2.6

r

㎝ 一 一
什 十一
什
一 一

Fτ'

窟▼一

一一一

什一
什
一一

}

一

一2初

'一 一『

2.1
-

2.2
-

2.2
-

2.3

4 什一
帯
一一

丘
十一

吐
十

十十
一一

十十一
帯一
什
一『

十
二
±

一
什一
十十
「}

十

一

世
±L
-一

柵一
什
一一

一

一
十一

不,

サ ー

一

一

5
一

一

一
十
冑一_

一

=「
一
十
P一

十『
十『
十
下

一一 一
什一

一

丘
十

一 一冒

土i_
6,

一 一 ■一

土
土
一 噌

一 『

一

噌一

一一

土
},一 一

一一一 一

十
一㎜

十
一 一

十

7
}

一
8 『

『

一

一

一

『

}

一
十

丁
王
±

一
2.2

-

2.2
-

2.3
-

2.1

9 一
一 『

2.7
一
2.6

一

}曹一

一 一 一

一『

一

,一
10

一

『

}

2.8 十

一 一
2.6

一

一一
11
一

一
2.9

-

2.9

十 一 一 2.6
-

2.5

一

12 十
一 一 一
1
一 『 ヒ「一

2。琴画

得 ラレタヤ ウデアル。

8・ 第8群 、注射 量1ff一 ツ キ0.OOlcn宛

(0.00001mg)注 射 ノ場合

本群(第10表)ハ 「ワ クチ ン」注射 開始時 ノ所見

ハ極 メテ輕微 デアツタケ レドモ
、何 レモ第4、5

週 目二結節 テ生 ジ、Nr.24、Nr.26二 於 テハ

第6週 目 ヨリ全眼 炎二移行 シ、Nr.26ハ 第7週

目 ヨ リ少 シク消退 シタガ、再 ピ第9週 目ヨ リ悪

化 シテラル。Nr.25二 於 テハ第10週 目二及 ピ

顯著 ナル症状 ノ消退 テ示 シ、第12週 目一ハ全 ク

攣 化 ラ認 ムル コ トテ得 ナカツタ。

即本群 二於 テハ「ワクチ ン」注射量 ハ余 ノ實験範

園 内 デ最 モ微 量 デアツタガ、2頭 ハ悪化 シテテ

リ乍 ラ、1頭 ハ全 ク慶化 テ認 メザル マデニ輕括

シテ テル結 果 ラ得 タ。

小 括

余 ノ得 タル 實験成績 テ 通覧 スル爲 一概括 ス レ

バ、第16表 二示 ス如 クデアル。

即 チ封照實験 デハ3頭 共 二悪結果 テ示 シテテル

ノ ト封照 シテ、 第1群 二於 テハ「ワクチ ン」注射

ノ赦果 テ認 メタルモ ノ1、 他 ハ不良、第2群 ニ

テハ稽 ㌃良 ナルモ ノ1、 他 ハ不良、第3群 ニテ

ハ不良 ナルモ ノ1、 他 ハ良好、第5群 ハ絡 テ不

良、第4、6、7群 ハ良好、就 中第4群 ハ諸群 中最

モ優 レタル敏果 テ得 、第8群 ニテハ良好 ナルモ

ノ1、 他 ハ不良 デアツタ。

郎 チ余 ノ實験範園 内 デ最 モ大 量 二ニワクチ 込 テ

注射 シタ第1群 二於 テ、2頭 ハ悪化 シタガ1頭

ハ症状 去 リ、最 モ少量 ナル第8群 二於 テモ、2

頭 ハ悪化 シタガ、1頭 ハ最 モ良 キ結果 テ得 テテ

ル。而 シテ注射量 ノ中等量 ナル第4群 、第6群

二於 テハ極 メテ顯 著 ナ致果 テ示 シテテル ニ係 ラ

ズ、雨者 ノ中間量 テ注射 セル第5群 二於 テハ、

藤期 二反 スル不良 ノ結果 ラ得 タ。

カ ・ル成績 ヨ リ考察 ス レバ.家 兎前 眼房 内 一生

菌 テ接種 シテー様 二攣 化 テ起 サ シメ、 「ワ クチ

ン」ノ量 テ遍減的 二注射 シタ結果 ハ
、「ワクチン」

ノ大量 二於 テハ刺戟悪化 シ、 少量 ニテハ数果 ナ

キ爲悪化 スル、 ソノ中間 二於 テ所期 ノ結 果 テ充
.

分 二得 ン トスル、 「ワクチ ン」ノ適量 ガ幾何 ナル

カテ精密 二定 ムル コ トハ不可能 デ アツ タ。即 チ

「ワクチン」量 ガ幾 何以 上ハ致果 ナ ク
、幾何 以下

ハ無敷 ナ リトイフヤウニ
、適量 ラ見出サ ン トス

ル目的 ハ達 シ得 ラレナカ ツタ.

然 シ乍 ラ仔 細 二観 察 ス レバ、注 射量 ノ多 キ第1

群 及最少量 ノ第8群 二於 テハ、 「ワ クチ ン」ノ数
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果 ナ ク、封照實験 ト同様 二漸次 二悪化 スル割合

ガ、他群 二比 シ著 シク大 ナル ラ認 メ得ル。之 轟

反 シテ其中間 二於 テハ封照 二比 シテ良好 ナル結

果 ラ暴 ゲ得 タルモ ノハ少 クナ ィ。 之 レヨリ見 レ

バ少 クトモ「ワクチ ン」ガ大量 二過 グル ニ於 テハ

刺戟症状強 ク却 テ悪化 シ、少量 二過 グル トキハ

赦果 ナキモ ノト考 フベキデ、其 中間量 二於 テ初

メテ敷果 アルモ ノト考 ヘ ラレル。

而 シテ「ワクチ ン」ラ注 射 シテ悪北 シタモ ノト難

モ、封 照群 ト比較 スル時ハ實 二甚 グ シキ差異 テ

認 メ得 ラレルモ ノデ アツテ、 「ワクチ ン」テ使 用

シタモ ノニ於 テハ、封 照群 二比較 ス レバ遙 カニ

程 イ症歌 テ示 スニ過 ギナ ィ。

即略言 ス レバ生菌接種 ニヨル家兎眼結核 二封 シ

中川氏非抗酸性結核菌 「ワクチ ン」ノ治 癒的作 用

ハ明 カニ認 メ得ル シ、 ソ ノ数果 ノ充分 ナ ラザ ル

モ ノ昌於 テモ、痛慶 ノ進行 テ シテ遙 延 セ シムル

作用 アリ ト信 ズル。

第 二節 大 腸 菌 「ワ ク チ ン」注 射

余 ハ上記 ノ實瞼 ∴依 リ、中川 氏非抗酸性結核菌

「ワクチ ンJノ 治癒作川 テ 明 カニ シタ ノデアル

ガ、更 二本 「ワクチ ン」ノ作 用 ガ非特 異性 ノモ ノ

ニ非 ザル カテ攻 究 スル爲 二、便宜 上菌含有鑑 テ

中川氏菌 ト同… ナ ラ シメタ大腸菌 「ワクチ ン」テ

作 リ、之 ラ家兎眼結核 二同様 ノ方法 ラ以 テ注射

シ、其作用 ラ中川氏菌 「ワクチ ン」ノ夫 レト比較

シタ。

第一項 封照實験

封照試験 二於 テ 結核生菌1/300mgテ 注 射 シタ

モ ノハ、 何 レモ漸次症状 ガ悪化 シテ全眼 炎 トナ

リ、爾後次第 二重篤 トナ リ、12週 二至 ルモ何等

輕快 ノ徴 テ示 サナィ。(第11表)

第11表 封.・・照 群

家兎
番號

NL43(3.0妊) N島44(2.6死)

圭要
症
週 状

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

胆

重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

盟

重
1 ± 3.0 十 ± 2.5

2 ± ± 2.9 十 ± 十 2.6

3 ± ± 2.9 什 什 ± 2.6

4 什 十 ± 2.9 什 督 十 2.5

5 什 什 十

・

十 ・ 3.0 什 什 十 ± 2.7

6 十 3.2 十 2.7

7 8 十 3.2 十 2.8
'8

什 3.2 十 2.8

9 什 3.0 什 2.7

10 1 柵 2.9 什 2.7

11 冊 2.9 十 2.6

12
l
i 帯 3.0 什 2.7

第二項 本實験

1・ 第10群 、注射量1冠 ニツキ1㏄ 宛(0.01

mg)注 射 ノ場合

第2週 目二於 ケル所 見ハ上記 ノ實験成績 ト略1

同様 ノ症歌 テ示 シ、第3週 目二結節 ラ生 ジ、Nr.

32ハ 第5週 目 ヨ リ、Nr.311Nr.33ハ 第6週

目ヨリ、夫 々全眼炎 二移行 シ、「爾後漸次悪化 ノ

症状 テ示 シテ、12週 二至 ツテモ輕快 ノ徴 ハ見 ラ

レナ ィ、禮重 ハ著壁 テ認 ノナイ。(第12表)

2.第11群 注 射量1冠 ニツキ0.1c・q宛(0.001

mg)注 射 ノ場 合

本群(第13表1ハNr.34ハ 第3週 目二、Nr.

35,Nr.36ハ 第4週 目二夫 々結節 テ認 メ、Nr.

36ハ5週 目全眼炎、9週 目 二発 死 シ、Nr.34
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12表 第10群

家兎
番胱

NL31ぐ2.9随) Nr.32(2.5妊) 翫33(2.4死)

＼k嬰

越
滲

出

物

虹

髭
隆

「虹

髪

圭
十

結

鋤.

一

1

角

膜

一金

眼

炎

盤
1

重

滲

出

物

虹
形
膨
院

虹
形
充
血

結

節

角 全一癩「

膜 眼

」璽⊥ 炎

一 一 レ
重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

縞

節

角 、

膜

粗 、

全

眼

炎

冨

重
1

一 鯛τメ

～

±
十 翻 ±

}} {,

2.9
-

3.0 干
土
±
豊
十

胆
2.5

一 一

十

土
±
十一
十,

一 一1詞 鴛

」

王
+
王
+
亙
葺

二
±
=

一
二

二

腸 薗 「ワ 〃 チ ソ」il三射1妊 ニ ツ キ1cc宛(0。01m9)

 

茨
王
土
土

罰

互

…

一

土
葺

=

㎜

1-一

1}-r

2.6

2.7

2.6

12.6
2.7

2。6

2.5

2.6

2.7

2.6

 

二
土
土
土
土
土
+
王
什

]
王

=

=

=

}

土
什
=

}
=

=

一

土
此

十十

十十

二
」

鋤

"
匿

鋤
嘉 =

⊥
隈

王
土
土
+
亙
葺

王
土

一

=

十

十十

十十

 

葺
亙

十

十十

柵

3

4

.「5
　 りへ

6

7

8

9

10

11

12

第13表 第11群

家兎
番號

N浩34(2.6竜) N浩35(2.5妊) N臨36(2.4妊 ・

購
滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩充

血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

盟

重

畜

出
物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結1角

節

膜

粗

全

眼

炎

盟

重

滲

出

物

虹

影
隆

虹

髪
血

結

節

角

膜

粗

全i盟

眼1

炎1重
1 十二
十

什 朴一
十十

一 一 一 }

2.6
-

2.8

一 ±

± ÷ト1†i蕪 ト臣i辛一 _1_冒_

;2.4

i2
.4

2

一
十十

大 腸 菌 「ワ ク チ ソ」注 射1妊 ニ ツキ0.1G。 宛(0.001mg)

3 一

一

一

什一
什

十

i土
十一
十

十 2.6 十 十 ± 『 2.4

判÷陛
_[「1

_i__

+1

'2
.3

4 骨 督 2.8 十 十 ±

一
2.5

-

2.6
-

2.5
-

2.6
-

2.6
-

2.4

2.6
-

2.7一

一
十

一
2.4

5

一1

1

十 十 十

十
二

2.9 什一
什一
什一
朴

一 一

一一　一

『

十 十
二_」_ 一

2.5

6

一1-一 一一一

2.8
-

2.6
-

2.7
--

2.7
-

2.5

什 十 1
1-i一

7 一 柵1十+-

1一

十十一 十
二 十一
十一

『

一

一一

一

一

『

一

一

一

一

一 一 一

1+…i-

}十2.51__

一」÷{歪
『 一一_

一十一

=に
1

旨8

_一}一 十
} 一

死}

一

『
1

9

±
一 一

±

十
{}
一臣

一___1二

十
二

±

一

一

一

一一 一

一
十二

十一
十『
十

一

10
艦

_1
1

一

一

2.5「 「 『

}聰一
1-
:一}一 『

1
11 一 一

一
2.5

12
一
2.3

ハ第6週 目 ヨリ全眼炎 二移行 シタガ、次 第 二清

退 シテテル。Nr.35.ハ 第8週 目 ヨリ全眼炎 トナ

リ漸次悪化 シテラル。盟重 ハNr.34二 於 テ減

少』Nr.35.ハ 不攣 デアツタ。'三

3;,第12群i・'注 射 量1冠 ニ ツ キ0.Olc.q宛

⑩ ・0001mg)荘 射』ノ揚含

本群(第14表)八 第4週 目 二結節 テ生 ジ、第6週

目 ヨリ悉 ク全眼炎 二移行 シ、爾後全 ク清退 セズ

Nr・37ハ 第10週 日二発死 スルニ至 ツタ.

4・ 第13群 、 注射 量1冠 一 ツ キ ,05001c4宛

(0.00001mg)注 射 ノ場 合.'

本 詳(第15表)ノNr;41ハ 第5週 目 ヨリ、Nr.



759松尾=中 川氏非抗酸性結核菌「ワクチソ」ノ家兎眼結核二甥 ス'レ作用第8號 】

●

ψ

第14表 第12群

翻 翫37(2・ ・妊)
N浩38(2.5妊) 翫39(2.2妊)
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滲

出

物
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彩
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結
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2.6
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十

+H -}
一一 『-

1
2.1

2.22

大腸 菌 「ワ クチ ン」注射1翫 ニ ソ キ0.01αq宛(0.0001mg)
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十十
}一

一一

一_L

-一

一一一

㎜ 一『

一

2.3 卦 十

一一 一

〇一 一

r-■一一印」■ロー=

}}

一

一 一

蚤
2.3
_-

2.1
-

2.2

一

8

一

一

一

一
十 2.2 一 一 十

一

渦
一

唖
→
一 一

一一

一

一
9

一 一
什 2.1一 一

一

一

一 一
十

101
_一,一 一

11

一

一

1

弊 死 一

一 一

一 什一
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一 一
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第15表 第 13群
1
家兎
番號

N臨40(3.5妊) N監41(2.5妊) N臥42(2.3妊)

圭要
症週
状
出

物

滲}虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

二

節

劉 角

鷹

全

眼

炎

盟

重

滲

出

物

虹
彩
膨

虹
彩
充

隆1血

結

節

角

膜

粗

全

眼

炎

盟

重

滲

出

物

虹
彩
膨
隆

虹
彩
充
血

結

節

角

膜

粗

全

眼

盟

1 ±1+

+「 ≡一 1一ト
3.5

-

3.6

一一
1±1__

十1±

P一 一 一 2.4
-

2.5

一一
±1十一 一i-

十1十

_一

!一 一一

1

炎i重 ・
一 一 一一}一

{翌

i2.42 什

大 腸 菌 「ワ クチ ン」注 射11駈 ニ ツキ0.001cα 宛(0.00001mg)

3 十一
・H

十 一
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1
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、十

;十

1+十

i+

i斗+

一
2.5一
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一
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8 一

一

十一
十一
十一
什
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-
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-
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2.6

朴一
十
一

一1-『H墜1-一 一r口■■一口脚

1

一 「τ
一1__
I
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1

2.6

重
2.5

2.6
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2.6

9
」

1

2.4
一 一

}

一
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一

一

}一 一

一

一
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一
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一
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1 「=「 「

一
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ハ全 クソノ症状 ノ浦退 テ見 ル コ トナ ク シテ終 ・・

タ.而 シテ菌量 ラ撒字的 二檜減 シテ注射 シタニ

モ係 ラズ、何 レノ群 二於 テモ、症状 ノ差 異 ラ認

メナ カツタ ノミナ ラズ、之 テ封 照實験 ノ結果'ト

比較 シテモ何等 ノ差 異 ラモ認 メル コ トラ得 ナカ

ヅタ。(第16表)・

印家 兎前眼房 内生菌接種 ニヨル眼結核 二封 シテ

40ハ 第6週 目.Nr.42ハ 第7週 目ヨ リ夫 々全

眼炎 トナ リ、全 ク消退 シナ イ。

小 括

本實験 二於 テ前眼房 内病攣 へ 中川氏菌 「ワ・クチ

ン」實験 干於 クル ト略 胤同様 ノ症状 テ起 サ シメ

得 タガ、大腸菌 「ワ クチ,ン」注射後 へ1頭 ヲ除 ク

他 ハ悉 ク全眼炎 二移行 シ、艶死 スルモア リ、或
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第16表 綱甑 書5号

群 i1 2 3 4 5 6 7

[

8

家 兎 番 貌艦
一}冒 鴨 一 曜_

中川氏菌 「ワ
クチソ1注州 趾

}}

⊥坐
1αq

」

4161781gl1・
一 『 岬

11國13 14115117・811912・ 2・i22123
齢 一}一}甲F

O.005Gα

%1251%
騨 冒

0.001cc0.5c.α 0.1α α 0.05αc 0.025α α 0.01㏄

肥 垂
一 一 も一一一_

結 果

一

噸 減場1麺一一 簡劃簸 場囎 堆薩陶刷囎聾 墾透薩
歪良1歪

量

一8_

良死歪歪聾
納
不
良
歪 良 良良 良 良死{歪

一

墾

一
聾良1良良聾 良

群 10 11

家 兎 翻3132133 3435136

1121

1-ew"#…r

;373839

αq1
ゲ

斌
ワ
射

「

山土

菌

」

腸

ソ

大

チ
O.laa

13

㏄鋭0

不
愛
誕

-

不
塑

4014・1

0。001ca

重鰯 培

結 果歪歪

減圃盃

不 不
良.良 歪死 i死巌

培

㎝
不
良

不
愛

不
良

不
髪

不
良

ハ、大腸菌 「ワクチ ン」ハ全 ク治癒作用 テ螢 走得 ナ ィ コ ト ガ明 カ ー セ ラ レ タ。

第四章 纏 括

以 上 ノ成績 テ総括 スル トキニハ、

先 ヅ全實験動物 二就 イテ観察 スル ト、封照動物

デハ余 ノ使用 シタ生菌量 デハ例外 ナ 久 眼結核

ラ家 兎 二登生 セ シメ得 ル。而 モ其愛化 ハ極 メテ

著明 デアツテ、全眼炎 テ磯 生 シテb12週 間 ノ観

察 デハ少 シモ消退 ノ傾向 テ示 サナ イカ、或 ハ途

中艶死 シテテル。夫 レ故 二斯 ル微細 ナ、熟練 テ

要 スル實験 二於 テへ 個 々 ノ場合 二全 ク同一 ノ

病攣 テ起 シ得 ラレズ其間多少 ノ差異 ハ アリ トシ

テモ、著 明 ニ シテ而 モ治癒傾 向 二乏 シキ眼結核

ラ登生 セ シメ得 ルハ明 カデアル。

本實験 デハ、一列 二接種 シタ家 兎 テ軍 二=番號別

二群 二分 ツタガ、之 ハ上記 ノ如 キ手技 ノ如何 ニ

ヨツテ、病慶 ノ輕重 テ起 スガ如 キ誤 テド功 避 ケ

ル爲 デアル。

斯 クスル トキハ封照動物5頭 二於 テハ、全部高

度 ノ眼結核 ガ起 ツタニモ係 ラズ、中川氏菌 「ワク

チ ン」テ使用 シタ24頭 中 デハ赦果 ア リト認 メラ

レタル モ ノ14頭 、数果 ナ カ リシモ ノ10頭 デ ア

ル。然 シ乍 ラ数,果ナ カリシ ト稻 スル モ ノデモ、

封照動物 二比較 ス レバ、眼症状 ハ明 カニ輕度 デ

アル。之鮎 カラ見 レバ、 中川氏菌 「ワ クチ ン」ハ

明 カニ實験的家 兎眼結核 ニハ治癒作用 ラ有 スル

コ トハ否定出來 ナ イ。

之 二反 シテ、大腸菌1ワ クチ ン」テ同量 二使用 シ

タモ ノニ於 テへ 数果 アリシ ト認 ノ得 タルモ ノ

ハ1頭 モナ ク、皆封照動 物 ト同檬 ノ経 過 テ取 ツ

タモ ノァ ァル。

然 シ之 ハ全動物 ノ親察 デアツテ、 「ワクチ ン」ノ

使用量 二從 ッテ考察 スル ナ ラバ、中川 氏菌 「ワク

チ ン」ノ最大量、最 小量 テ使用 シテ炊 果ナカ ツタ

群 テ除 イテ観察 スル ト、敷果 アリシモ ノ12頭 、

敷果 ナ カリシモ ノ6頭 デ アツテ、盆 々中川氏菌

「ワクチ ン」ノ作用 ガ顯 者 二現 バ レル
。之 二反 シ

テ大腸菌 「ワ クチ ン」二於 テハ何 レノ菌量 テ使用

シタモ ノデモ敷果 ハ見 ラ レナ ィ。

以上 ノ所見 ハ中川氏菌 「ワクチ ン」ハ其使用量 ガ

通常 デアルナ ラバ、少 ク トモ家兎眼結核 ニへ

治癒的作用 テ嚢揮 セ シノ得 ル コ トハ 明 カデア

ル,'而 キ大腸菌 「ワ クチ ン」ガ同檬 ノ敷果 テ暴 ゲ
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得 ラ レナ イトス レバ、 中川氏菌 「ワクチ ン」ノ作

用 ハ、細菌禮 ノ有 スル非特異的作用 グケデ説明

シ得 ラレズ、 中川氏菌 「ワ クチ ン」二附随 λル特

異的作用 二蹄 セネバナ ラナ て。

抑 々中川氏菌 ハ臆 汁酸加培養 ニ ヨツテ得 タ非抗

酸性菌 デア リ、而 モ之 ガ結核菌 ヨリ生 ジタモ ノ

ナルコ トハ、試瞼管 内、動物實隙 、又 ハ生物墨

的研究 ニ ヨツテ、教室同僚 ガ實謹 シタ所 デ アリ、

且又 ソレガ免疫元 ラ有 スル コ トハ補禮結合性 ニ

ヨリテモ明 ニサ レタモ ノデアル。 ノミナ ラズ毒

性モ弱 ク、臓質 テ鋏 如 シラル爲 二吸牧 サ レ易キ

コ トモ考 ヘ ラレル コ トデアル カラ、上記 ノ如 キ

結

家 兎前眼房内 一コ ッホ氏結核生菌 テ注射 シテ得

タル眼結核 二於 テ次 ノ結論 テ得 タ。

1.結 核生菌1/300mgテ 用 フレバ例外 ナク眼

結核 テ起 シテ、全 眼炎二移行 シ、12週 ノ観察 デ

へ 消退 ノ徴 テ示 サナ ィ。

2.中 川 氏菌 「ワクチ ン」テ生菌接種後2週 後 カ

ラ注射 スル ト、「ワクチン」大量 二過 グル トキモ、

叉少量 二過 グル トキモ共 二、著 明 ナ好果 テ見得

ナィ。然 シ中間 ノ適量 テ用 フル トキーハ、著明

二良果 テ示 シ、眼症状 ハ全眼炎 二至 ラズ シテ終

リ、或 ハ之 レノ消退 テモ速 カナ ラシメル。
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